
ショウガ科作物産地を維持するための青枯病対策技術の開発

〔研究タイプ〕
現場ニーズ対応型 Aタイプ
〔研究期間〕
平成２９年～令和元年（３年間）

29014C
分 野 適応地域

農業－病害虫

国内のショウガ科作物（ショウガ、ウコン等）栽培地域では、近年、青枯病が多発し大きな問題となっている。

本病の防除試験はこれまで全く行われておらず、また、有効な農薬も報告されていない。本病の発生面積と

被害は年々増加しており、このままでは産地の維持が困難になると懸念されている。そこで、本研究では、

ショウガ科作物青枯病の発生生態を解明し、診断・防除技術を開発し、本病の総合防除体系を構築するとと

もに、生産現場へのこれら開発技術の普及を目標とする。

①本研究で開発した「低濃度エタノール土壌還元消毒法」は、土壌消毒対策として安定した効果が得られたこと

から、今後、普及面積の拡大を目指す。

② 同様に「石灰窒素を用いた太陽熱土壌消毒法」は、上記還元消毒と同様な効果が圃場試験で確認され、また
費用も還元消毒に比べて安いことから、今後実証データを積み重ねて、技術普及を目指す。

③ 「クロルピクリン錠剤を用いた土壌消毒法」は、農薬の適用拡大後、傾斜地等上記防除法の利用が難しい地域
で栽培され、防除手段が皆無なウコンでの利用を見込む。

④ 「種イモ温湯消毒法」は、汚染リスクを減らし、使用可能な健全種イモを安定的に供給する手段としての普及を
見込む。

① ショウガ科作物青枯病菌の主要な伝染源が土壌と種イモであることを解明し、汚染圃場の土壌消毒対策の徹
底、汚染圃場由来の種イモは原則使わず、使用の場合は消毒処理を徹底、が重要であることを明らかにした。

②同青枯病菌の特異的検出・診断技術を開発し、高精度かつ高感度な同定・診断が可能になるとともに、診断に
要する時間を短縮した。

③ 土壌中および種イモに感染した青枯病菌に対して効果的な各種防除技術（低濃度エタノール土壌還元消毒、
石灰窒素を用いた太陽熱土壌消毒、くん蒸剤処理、種イモ温湯消毒等）を開発した。

④ 圃場の汚染程度に応じた総合防除体系を確立して、診断・防除マニュアルを作成することで、開発した診断・防
除技術の普及に向けた準備を整えた。
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① ショウガ科作物青枯病の発生地域における発病面積が現状より大幅に減少するとともに、発病圃場における
減収率が低下し、その結果、ショウガ科作物の出荷量が約900t、販売額が約6.2億円増加すると期待できる。

② 出荷量の増加にともない、本作物栽培地域の収益が増加し、農村や地域経済の維持発展に貢献できる。ま
た、本病害の抑止により、高品質かつ機能性成分が多いショウガ、ウコンを安定供給させることで、国民の食
生活や健康の維持にも貢献できる。
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１ 研究の目的・終了時達成目標

２ 研究の主要な成果

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び今後の展開

４ 開発した技術・成果が普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

キーワード 青枯病、ショウガ科作物、発生生態、土壌消毒、種イモ消毒

【今後の開発・普及目標】
① 2年後（2021年度）は、高知県、沖縄県等の青枯病汚染地域での技術導入、圃場実証を進める。
② 5年後（2024年度）は、高知県、沖縄県等の生産現場での技術普及・定着を進める。
③ 最終的には、全国のショウガ科作物生産現場での技術普及を目指す。
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① ショウガ科作物青枯病菌の生態を解明

研究終了時の達成目標

研究の主要な成果

実用化・普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

ショウガ科作物青枯病の発生生態を解明し、診断・防除技術を開発し、本病の総合防除体系
を構築するとともに、生産現場へのこれら開発技術の普及を目標とする。

今後の展開方向

土壌の深層部に青枯病菌が存在
発芽したのち、根から感染

根茎に移動し、腐敗させる

地上部の萎凋枯死

② 特異的検出・診断技術を開発 →
高精度な診断が可能、診断時間を短縮

土壌採取 0.5%スキムミルク
中で振とう

前培養
（>1晩）

PCR
（1-2回）

電気泳動選択培地

病原菌の高精度検出法（Bio-PCR)

検査時間の短縮（2日以内）と
検出精度の向上（>1個/g土壌）

（従来法）

③ 効果的な各種防除技術を開発 → 栽培可能な面積
が増加し、品質向上と収量回復

1) 低濃度エタノール
土壌還元消毒

エタノール水
を灌水後、被
覆、4週間以上
処理（夏場）

2) 石灰窒素を用いた
太陽熱土壌消毒

緑肥すき込み

＋

石灰窒素混入

散水、被覆
（夏場）

＋

3)土壌くん蒸剤（農薬メーカーにより農薬登録申請中、ウコン）

クロルピクリン錠剤 処理区 無処理区

4)種イモ温湯消毒

温湯消毒機

50℃10分処理により、
表層に付着している青
枯病菌が死滅

（汚染が表層の場合の
み有効）

種イモ

20錠/m2処理により、

青枯病の発生を顕著
に抑制

（これまで有効な農薬
の登録無し）

作土層および深層土壌中の青枯病菌が死滅

④ 診断・防除マニュアルを作成（農研機構のwebサイトにて
標準作業手順書として公表予定） → 圃場の汚染程度に
応じた防除体系を確立

処理中 処理後

土壌消毒後の栽培状況調査

開発した診断・防除技術の効果を検証、技術普及
（各県の普及支援機関、JAの生産部会、民間の加工業者等と
協同で進める）

・ショウガ科作物の販売額を約6.2億円増加させる
（農村や地域経済の維持発展に貢献）

・本病害の抑止により、高品質かつ機能性成分の多いショウガ
、ウコンを安定供給させることで、国民の食生活や健康の維持
にも貢献できる

種イモ内部や周辺に青枯病菌（図中の
緑丸）が存在

発芽せず、種イモ腐敗

または発芽後に地上部が萎凋枯死

土壌や子イモに病原菌が移動
→土壌、イモへの汚染拡大

土壌や子イモに病原菌が移動
→土壌、イモへの汚染拡大

圃場の汚染程度の判定
・病原菌の分離、計測
・汚染程度の判定

防除対策
・防除方法の選択

病原菌の動き

病原菌の動き


